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Kei Cozzolino Takuro Shinohara
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予選 決勝

ケイ
コッツォリーノ 篠原 拓朗

ベストラップ：1'25.148
Q1：ケイ・コッツォリーノ（1'25.430）
Q2：篠原 拓朗（1'25.148）

ベストラップ
1'29.727（篠原 拓朗） 

(4points) (7points)

2024 年から SUPER GT への挑戦を開始した PONOS 
RACINGは、2年目のシーズン開幕を岡山で迎えた。レー
ス直前にはドライバー変更があり、ケイの新たなパート
ナーとして篠原拓朗を起用して臨んだ。
開幕初日の予選では 8位を獲得。迎えた決勝レースでは、
天候とトラックコンディションがレース中に大きく変化
し、幾多のアクシデントが発生する波乱の中で、チーム
としての課題はありつつも、両ドライバーの好走もあり
ポイント圏内の 12位で完走を果たした。

開催サーキット：　岡山県・岡山国際サーキット（1周 3.703km）
日時：　４月 12日（土）  / 13 日（日）
天候：　12 日：晴れ / 13 日：雨のち曇り
来場人数：　23,200 人（12日：8,700 人 / 13 日：14,500 人）

OKAYAMA INTERNATIONAL
CIRCUIT
300km Race

12th 12th

 8th 12th
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予選

Kei Cozzolino Takuro Shinohara

篠原 拓朗ケイ･コッツォリーノ
DRIVERS’ COMMENTS

/ QUALIFYING

本日、フェラーリとダンロップタイヤの組み合わせでドライブ
する初めての 1日となりました。公式練習前から、フェラーリ
の特徴含め走り方について、ケイ選手に色々とレクチャーして
頂き、そのおかげもあって何とかQ2を 8位で終
えることができてよかったです。少しほっとする
部分もありますが、僕自身、まだまだ詰められる
部分があるのは間違いないので、今後に向けてマ
シンについて更に学び、早くケイ選手の負担を減
らせるように頑張りたいと思います。

まず予選 8位ということで満足しています。今回、直前でのド
ライバー変更があった中で迎えた開幕戦でしたが、無事に予選
トップ 10位以内を獲得できて、一旦ほっとしています。もち

ろんまだ課題は沢山残っていますが、明日のレー
スは、上位を狙えるポジションからのスタート
になるので、今夜また篠原選手とフェラーリの
扱いをコーチングしながら、決勝に向けて良い
準備をしていきたいと思います。

　昨年、鮮烈なデビューを果たした PONOS RACING。2
年目を迎えた 2025年シーズン、開幕の舞台は岡山国際サー
キット。チームはさらなる進化を胸に GT300 クラスへ再び
挑戦。
　今年はドライバーラインアップを変更し、ケイ・コッツォ
リーノに加えて篠原拓朗がセカンドドライバーとして加入。
篠原は急遽参戦が決定し、今回が PONOS FERRARI 296
の初ドライブというチャレンジングな状況での開幕戦と
なった。
　予選日となった 4 月 12 日（土）は快晴。気温 24.5℃、
路面温度 28.5℃という春らしい陽気に包まれる中、8,700
人のファンがサーキットに詰めかけた。
　午前 9時 30分にスタートした公式練習では、ケイ・コッ
ツォリーノがファーストドライバーとしてステアリングを
握った。PONOS FERRARI 296 の仕上がりは上々で、安
定したタイムを刻みながら、セットアップの最終調整を実
施。篠原も限られた時間の中で周回を重ね、マシンの感触
を確かめた。
　迎えた午後の公式予選。Q1ではコッツォリーノが出走し、
熟練のテクニックでアタックを展開。1分 25秒 435を

天候：晴れ / 気温：24.5℃
路面温度：28.5℃ 

2025年、進化のシーズンが始動！
PONOS RACING、新体制で挑む開幕戦 

記録し、全体 3位という好位置につけてQ2進出を決めた。
続く Q2 では、急遽参戦が決まった篠原が出走。ぶっつけ
本番のセッションにもかかわらず、冷静な走りで 1 分 25
秒 148 をマーク。最終的に GT300 クラス全 28 台中、
PONOS FERRARI 296 は 8番手グリッドを獲得した。
　急な体制変更という難しい状況の中でも、確かな結果を
残したPONOS RACING。コッツォリーノの安定したスピー
ドと、篠原の対応力の高さが光る予選となった。
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決勝

Kei Cozzolino Takuro Shinohara

篠原 拓朗ケイ・コッツォリーノ
DRIVERS’ COMMENTS

/ RACE

　迎えた決勝日、4 月 13 日（日）の岡山国際サーキットに
は 14,500 人のファンが来場。空は朝から雨模様で、レー
ス開始時点でも雨が降り続いていた。気温 11℃、路面温度
15℃という冷たいコンディションの中、決勝レースはセー
フティカースタートで幕を開けた。
　スタートを任されたのはケイ・コッツォリーノ。セーフ
ティカーが先導する中、慎重にタイヤとブレーキを温めな
がら周回を重ねていく。数周後にレースはグリーンフラッ
グとなるが、その直後に多重クラッシュが発生。赤旗が提
示され、レースは一時中断となった。
　約 30 分後に再開されたレースでは、すぐにコッツォリー
ノが 3 台をオーバーテイク。視界の悪いコンディションの
中でも冷静かつ果敢なドライビングで順位を一時 3 位まで
上げ、チームに勢いをもたらす。だが、15周目には再びセー
フティカーが導入され、混乱の展開が続いた。
　27 周目、チームはドライバー交代を決断。ステアリング
を託されたのは、フェラーリ 296 GT3 でのレースデビュー
戦となる篠原拓朗。天気が安定しない中、篠原はリスクを
抑えつつ確実に周回を重ねる。コース全体が徐々に乾き始

今日の決勝は、天候が雨から曇り、トラックはウェットからド
ライへとコンディションが変わり非常に難しいレースになりま
した。ただ、ドライ、ウェットそれぞれのコンディション下で
長く周回を重ね、フェラーリとダンロップタイヤ
について多くの経験をすることができました。個
人の反省として、最終ラップで、61号車と接触
してしまったことについては、申し訳ない気持ち
でいっぱいですし、繰り返さないようにしていき
ます。少し時間は空きますが、今日のレースを糧
に次戦のRd.2 富士に向けていい準備をし
て、ベストな結果を残せるように頑張
ります。引き続き応援、よろしく
お願いします。

結果は P12でしたが、マシンの持つポテンシャルは、トップ
５にも入れると思っています。プレシーズンの公式テストでは
ウェットコンディションで良いタイムとテストを過ごせていた

ので、今日も土砂降りであればあるほど、考え
うる最高の結果を掴める自信がありました。し
かしレース序盤のレッドフラッグでレースが中
断し、その間に天気が回復しウェットから徐々
にドライへ切り替わっていくという、想定して
いた中でもっとも苦手としていたシナリオに
なってしまい、細かい課題はあったもの
の、より難しいレースとなってしまいま
した。様々なポイントでこうすれば良
かったなと反省点もありますが、それ
も含めてチームとマシンのポテンシャ
ルと捉え、今後のレースに活かします。

波乱のレースを乗り越え12位完走。
次戦へ繋ぐ開幕戦

めた後半には、1 分 29 秒 727 というチームベストラップ
を記録。慎重さと攻めのバランスを取りながら、最後まで
走り切った。
　結果は 12 位と満足できる順位ではなかったが、ポイント
圏内でレースを終えた。しかし、今回のレースで明確になっ
た課題も多く、次戦へ向けた大きな糧となる内容だった。2
年目を迎えた PONOS RACING は、確実に一歩ずつ前進し
ている。今後のさらなる成長と巻き返しに期待が高まる。

天候：雨のち曇 / 気温：11℃
路面温度：15℃ 
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辻子依旦 

DIRECTORS’ COMMENTS

PARTNERS�

チーム総監督

Yorikatsu TSUJIKO
小河原宏一 
チーム監督

Koichi OGAWARA

開幕戦を振り返ると、公式テスト、練習走行
からかなり感触は良く、上位を狙えると考え
レースに挑みました。ですが、残念ながら結
果が伴いませんでした。戦略的な幅などの広
さなど反省すべきポイントはあったと思いま
す。そしてドライバー変更やタイヤメーカー
変更で発生した課題を潰し込むまではできて
いなかったと感じます。
篠原選手にとっては初めてのフェラーリとダ
ンロップタイヤでのドライブとなりました。
確実に次に繋がる内容でした。次戦のRd.2
富士はゴールデンウイークとなり気温も上昇
し、タイヤの最適な作動温度域に入ると予想
していますし、ケイ選手も篠原選手も持ちう
る武器を適切に駆使し、レースを戦っていけ
ると思っています。改めて、今回の開幕戦に
ついては、チームとして向上していくうえで
のいい機会と捉え、次戦の富士に向けてしっ
かりと準備していきます。

レースでは、一定の速さを示すことはでき
ましたが、今日のレースは雨がトラックコ
ンディションへ大きく影響を与え、手探り
の中でタイヤ戦略を進めていた為、スティ
ントごとのタイミングを読み切るところま
では至りませんでした。その中で次に活か
せるデータを取ることはできたので、ロン
グラン含めて準備を進めます。また今週、
ドライバーを変更することとなったもの
の、ケイ選手がとても密に連携してくれた
おかげで、篠原選手もスピードを示してく
れました。二人のドライバーのコンビネー
ションに手応えを感じています。チーム力
向上を最優先に高みを目指して引き続き結
果に拘っていきます。
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